
 

 

タイトル 「東日本大震災（続編）- 宮城県の発災６か月後から半年間の災害対応と 

その検証 -」について 

 

１ 趣旨・目的  

県における特に初動期の対応を取りまとめた「東日本大震災－宮城県の６か月間の災害対応とその

検証－（平成 24 年 3 月刊行，以下「前半６か月間の検証」という。）」の続編として，対象期間を主に

発災６か月後から災害対策本部廃止までの半年間の検証記録誌を作成し，東日本大震災の初動期から

応急復旧を経て，復興に向け歩み始めた，約１年間を通した災害対策の実施状況を記録・検証するこ

とにより，今後の危機管理体制の充実強化を図るための基礎資料として活用することを目的とする。 

  なお，検証事項は外部機関（ＮＫＳＪ
ｴ ﾇ ｹ ｰ ｴ ｽ ｼ ﾞ ｪ ｰ

リスクマネジメント（株））の協力を得て提言として取りまとめ

た。 

 

２ 調査対象，調査対象期間  

○災害対応に当たった宮城県職員 

  ○平成２３年９月から平成２４年３月 

 

３ 内容 

（本編） 

○宮城県の応急・復旧対応の記録，外部機関による 

検証事項の提言（「前半６か月間の検証」の継続） 

○発災時の県災害対策本部員コラム及び本部連絡員 

意見交換会の掲載（新規） 

  ○「前半６か月間の検証」提言事項への対応状況（新規） 

（資料集）  

  ○県災害対策本部会議（全９５回）要旨（新規） 

○県災害対策本部及び関係機関の対応状況（新規） 

 

４ 記録誌の発行形態 

○一部カラー印刷 ５２０ページ程度 １０００部印刷       （写真は「前半６か月間の検証」） 

 

５ 配布先                               

○県内市町村，国，都道府県，その他防災関係機関等に配布 

○宮城県ホームページで公表                    

  

 

 

資料２－１ 


